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    第 2 問 次の問い(問 1～6)に答えよ。(配点 20) 

     問 1 エチレンと水を反応させてエタノールを得る反応は，次のように表される。 

 

          C2H4 (気) ＋ H2O (液) → C2H5OH (液)   ΔH ＝ Q (kJ) 

 

        この反応式の反応エンタルピーΔHは何 kJか。最も適当な数値を， 

後の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし，C2H4 (気)，H2O (液)， 

C2H5OH (液)の生成エンタルピーは，表 1に示す値とする。  7    kJ 

 

                     表 1 

 

 

 

 

 

       ① 512       ② 60      ③ 44 

       ④ －44       ⑤ －60     ⑥ －512 

 

     問 2 0.20 mol/L の塩酸 500 mL に 0.20 mol/L の水酸化カリウム水溶液 500 mL 

       を加えて反応させると，5.6 kJ の熱が発生した。また，0.050 mol/L硫酸水溶 

       液 1000 mLにこれと過不足なく中和する量の固体の水酸化カリウムを加えて 

       反応させると，11.4 kJの熱が発生した。固体の水酸化カリウムの水に対する 

       溶解エンタルピーは何 kJ/mol か。最も適当な数値を，次の①～⑥のうちから 

一つ選べ。  8   kJ/mol 

 

       ① －5.8        ② －11.6      ③ －17.2 

       ④ －58        ⑤ －116      ⑥ －172 

 

物質(状態) 生成エンタルピー(kJ/mol) 

C2H4 (気) 

H2O (液) 

C2H5OH (液) 

52 

－286 

－278 
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       b この実験に関する記述として誤りを含むものを，次の①～④のうちから 

        一つ選べ。  10    a 

 

        ① 時間の経過とともに A の分解速度は遅くなる。 

        ② 実験中に温度を上げると速度定数の値は大きくなる。 

        ③ A の濃度を 2倍にすれば，その直後の Aの分解速度も 2倍になる。 

        ④ 溶液を調製した直後の Aの濃度がこの実験より大きい場合，速度定数の 

         値は変化する。 

 

     問 4 次の反応式で表される可逆反応 C ＋ CO2 ⇆ 2 CO が，温度一定 

       (T1または T2)のもとで平衡状態にあるとき，全体の圧力と一酸化炭素 CO の 

       生成量の関係を表すグラフとして最も適当なものを，後の①～④のうちから 

       一つ選べ。ただし，T1＞T2とする。  11 

 

             C (固) ＋ CO2 (気) → 2 CO (気)   ΔH ＝ 172 kJ 

 

 

 

 

 






























